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○
ア
バ
ン
タ
イ
ト
ル

Ｎ

「
西
新
宿
に
出
現
し
た
デ
・
リ
ー
パ
ー
に
立
ち
向
か
う
為
、
テ
イ
マ

ー
と
デ
ジ
モ
ン
達
は
再
び
集
ま
っ
た
。
デ
・
リ
ー
パ
ー
は
、
デ
ジ

モ
ン
の
デ
ー
タ
を
吸
収
し
タ
カ
ト
達
に
迫
る
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

再
会
し
て
力
を
得
た
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
が
戦
い
に
加
わ
っ
た
」

○
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズベ

ル
ゼ
ブ
モ
ン
Ｂ
、
三
体
の
完
全
体
がA

D
R
-
0
3

を
撃
破
。

タ
オ
モ
ン
に
握
手
す
る
ベ
ル
ゼ
ブ
モ
ン
Ｂ
。

樹
莉
の
顔

タ
カ
ト
、
は
っ
と
な
っ
て
振
り
向
く
。

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ん
？
」

既
に
樹
莉
の
姿
、
そ
こ
に
無
い

。

タ
カ
ト
「

（
悄
然
）
」

□
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

○
番
組
「
特
別
報
道
番
組

西
新
宿
異
常
空
間
出
現
」
（
以
下
〔
番
組
〕
）

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
こ
の
時
間
は
予
定
を
変
更
し
ま
し
て
、
え
ー
、
再
び
西
新

宿
で
起
こ
っ
て
い
る
異
変
に
つ
い
て
の
報
道
特
別
番
組
を
お
送
り

し
ま
す
」

池
袋
か
ら
の
デ
・
リ
ー
パ
ー
が
覆
う
西
新
宿
画
面
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
依
然
と
し
て
、
西
新
宿
の
都
庁
を
中
心
に
正
体
不
明
の
空

間
が
占
拠
し
続
け
て
い
ま
す
。
現
場
近
く
に
土
岐
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
行
っ
て
い
ま
す
。
土
岐
さ
ん
」

○
〔
番
組
〕
中
野
坂
上
付
近

土
岐
ア
ナ
「
（
汗
を
か
き
つ
つ
）
こ
ち
ら
は
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
を
挟
ん
で
東
側
で

す
。
ご
覧
の
通
り
、
異
常
空
間
は
日
に
日
に
拡
大
し
て
お
り
、
既

に
新
宿
駅
の
線
路
は
半
分
覆
わ
れ
て
鉄
道
の
機
能
を
失
い
ま
し
た
。

１



二
月
だ
と
い
う
の
に
、
異
常
空
間
周
辺
は
気
温
が
三
十
度
を
越

え
大
変
暑
い
で
す
。
既
に
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
新
宿
一

帯
は
電
話
、
通
信
が
全
く
通
信
も
使
え
な
い
と
い
う
状
況
で
す
」

○
淀
橋
小
学
校
／
五
年
二
組
教
室

蝉
時
雨

。

ギ
ル
モ
ン
、
テ
リ
ア
モ
ン
は
ま
だ
机
の
上
等
で
眠
っ
て
い
る
。

タ
カ
ト
、
窓
か
ら
外
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
「
（
脇
に
来
て
）
タ
カ
ト

」

タ
カ
ト
「
ま
る
で
、
夏
休
み
み
た
い
だ
…
…
」

ジ
ェ
ン
「

僕
た
ち
で
、
何
と
か
出
来
る
ん
だ
ろ
う
か
…
…
」

タ
カ
ト
「
…
…
」

ジ
ェ
ン
「

ど
う
か
、
し
た
の
？
」

タ
カ
ト
「

昨
日
、
加
藤
さ
ん
を
、
僕
見
た
ん
だ
…
…
」

留

姫
「
（
来
て
）
え
っ
？

樹
莉
は
だ
っ
て

」

タ
カ
ト
「

昨
日
、
あ
の
後
僕
、
松
本
の
加
藤
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
家
に

電
話
か
け
に
行
っ
た
ん
だ
…
…
」

留

姫
「
何
か
夜
い
な
い
と
思
っ
た
」

ジ
ェ
ン
「
で
？
」

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ん
、
い
な
く
な
っ
た
っ
て
」

ジ
ェ
ン＋

留
姫
「
！
」

タ
カ
ト
「
で
も
お
か
し
い
ん
だ
。
い
な
く
な
っ
た
の
は
、
昨
日
の
夕
方
で
、

そ
れ
ま
で
は
松
本
に
い
た
。
で
も

、
僕
が
見
た
の
も
夕
方
な

ん
だ
よ
」

留

姫
「
見
間
違
い
っ
て
事

、
な
い
、
よ
ね
…
…
。
で
も
、
あ
の
子
、

こ
っ
ち
に
戻
っ
て
く
る
前
か
ら
ず
っ
と
変
だ
っ
た
」

ジ
ェ
ン
「
色
々
シ
ョ
ッ
ク
な
事
、
あ
っ
た
か
ら
…
…
」

タ
カ
ト
「
で
も
、
何
か
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
気
が
し
て

、
僕
、
ず
っ
と

胸
が
苦
し
い
ん
だ
…
…
」

○
〔
番
組
〕
報
道
セ
ン
タ
ー

三
十
台
の
痩
せ
た
大
学
教
授
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
。

２



Ｓ
「
米
ミ
ス
カ
ト
ニ
ッ
ク
大
学
助
教
授

内
原
戸
哲
夫
」

内

原
「
異
常
空
間
は
都
庁
の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
監

視
シ
ス
テ
ム
、
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
か
ら
現
れ
た
の
は
恐
ら
く
間
違
い
な

い
で
し
ょ
う
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の

は
、
四
十
年
以
上
前
、
冷
戦
の
時
代
か
ら
既
に
欧
米
で
稼
働
し
て

い
ま
し
て
」

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
リ
ッ
プ
、
世
界
略
図
の
中
で
エ
シ
ュ

ロ
ン
の
拠
点
を
明
示
し
て
い
く
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
は
、
昨
年
夏
や
は
り
新
宿
に
出
現
し
た
巨
大

疑
似
生
命
体
の
出
現
に
も
関
係
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
」

ワ
イ
プ
で
明
治
通
り
戦
の
模
様
が
流
れ
る
。

内

原
「
デ
ジ
モ
ン
と
い
う
仮
想
生
物
が
、
こ
の
物
質
世
界
に
擬
似
的
な
肉

体
を
持
っ
て
現
れ
た
。
西
新
宿
の
異
常
空
間
も
、
や
は
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
何
者
か
が
現
れ
た
と
、
私
は
見
て
い
ま
す
」

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
そ
れ
は
や
は
り
デ
ジ
モ
ン
と
関
係
が
？
」

内

原
「
当
然
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

○
北
新
宿
／
ビ
ル
屋
上

高
層
ビ
ル
を
飲
み
込
ん
で
い
る
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
。

そ
れ
を
、
見
つ
め
る
少
女
の
シ
ル
エ
ッ
ト
。
樹
莉
か

？

し
か
し
そ
の
隣
に
は
、
大
人
以
上
の
大
き
さ
の
犬
が
静
か
に

跪
い
て
い
る
。

○
〔
番
組
〕
／
監
視
ミ
サ
イ
ル
映
像
（
前
話
リ
プ
ラ
イ
ズ
）

デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー
ン
内
の
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
映
像
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
（
オ
フ
）
え
ー
、
こ
れ
が
、
異
常
空
間
の
内
部
で
す
。
先

程
防
衛
対
策
本
部
か
ら
公
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
し
か
し

…
…
（
絶
句
）
」

○
松
田
ベ
ー
カ
リ
ー
前

食
事
を
と
ろ
う
と
、
や
っ
て
き
た
タ
カ
ト
達
。

３



タ
カ
ト
「
あ
れ
…
…
？
」

店
の
前
に
貼
り
紙
。

「
子
ど
も
た
ち
へ

留
姫
さ
ん
の
家
に
来
な
さ
い
」

留

姫
「
え
…
…
？
」

○
〔
番
組
〕
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
映
像
（
ビ
デ
オ
画
面
風
加
工
）

▼
夜
空
を
飛
ぶA

D
R
-
0
2

。

▼
陸
自
の
攻
撃
に
反
撃
す
るA

D
R
-
0
3

。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「

異
常
空
間
か
ら
、
正
体
不
明
の
活
動
個
体
が
現
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
デ
ジ
モ
ン
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
辺

り
を
、
１
９
８
０
年
代
に
デ
ジ
モ
ン
を
開
発
、
研
究
を
し
て
い
た

と
い
う
ロ
ブ
・
マ
ッ
コ
イ
教
授
に
伺
っ
て
い
ま
す
」

○
〔
番
組
〕
／
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
察
本
部

Ｓ
「
パ
ロ
ア
ル
ト
大
教
授

ロ
ブ
・
マ
ッ
コ
イ
」

ド
ル
フ
ィ
ン
「
あ
れ
は
デ
ジ
モ
ン
と
は
全
く
異
な
る
存
在
で
す
。
デ
ジ
モ
ン

は
確
か
に
、
我
々
が
研
究
し
て
い
た
頃
に
比
べ
、
飛
躍
的
に
進
化

を
遂
げ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
独
自
に
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
来
デ
ジ
モ
ン
は
、
人
間
の
、
特
に
子
ど
も
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
事
で
よ
り
強
く
、
知
的
に
進
化
す
る
と
い

う
存
在
で
す
」
（
以
下
の
シ
ー
ン
を
バ
ッ
ク
に
）

○
〔
番
組
〕
／
ド
ル
フ
ィ
ン
の
ホ
ー
ム
・
ビ
デ
オ

母
親
が
撮
影
し
て
い
る
ら
し
い
、
ド
ル
フ
ィ
ン
の
自
宅
の
部

屋
。
ド
ル
フ
ィ
ン
は
古
いA

L
T
O

マ
シ
ン
の
前
に
座
っ
て
お
り
、

床
に
座
り
込
ん
で
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
デ
ジ
モ
ン
の
絵
を
描

い
て
い
た
息
子
に
、
カ
メ
ラ
に
手
を
振
る
様
に
促
し
て
い
る
。

タ
イ
ム
・
ス
タ
ン
プ
「0

5
.
O
C
T
.
1
9
8
4

」

子
ど
も
が
描
い
た
、
デ
ジ
モ
ン
の
ス
ケ
ッ
チ
の
数
々
。

４



○
〔
番
組
〕
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
察
本
部

ド
ル
フ
ィ
ン
「
（
カ
メ
ラ
を
見
て
）
デ
ジ
モ
ン
は
、
私
た
ち
の
世
界
を
消
し

さ
る
な
ど
し
ま
せ
ん
。
今
西
新
宿
に
い
る
あ
れ
は
、
全
く
別
種
の
、

よ
り
原
始
的
な
人
工
知
性
消
去
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
デ
・
リ
ー
パ
ー
が

異
常
進
化
し
た
も
の
だ
と
、
我
々
は
考
え
て
い
ま
す
」

○
靖
国
通
り

無
人
の
街
。
そ
こ
を
歩
く
タ
カ
ト
達
。

と
、
俯
き
歩
い
て
い
た
留
姫
、
立
ち
止
ま
っ
て

留

姫
「

こ
れ
、
何
か
の
罠
か
も
」

ジ
ェ
ン
「
わ
、
罠
？
」

留

姫
「
だ
っ
て
…
…
」

タ
カ
ト
「
と
に
か
く
行
っ
て
み
よ
う
っ
て
、
決
め
た
じ
ゃ
な
い
」

レ
ナ
モ
ン
「
留
姫
…
…
」

留

姫
「
判
っ
た
わ
よ
行
く
わ
よ
行
け
ば
い
い
ん
で
し
ょ
」

す
た
す
た
す
た
。

苦
笑
し
て
顔
を
見
合
わ
せ
る
タ
カ
ト
と
ジ
ェ
ン
。

タ
カ
ト
「

あ
れ
…
…
」

ふ
、
と
視
線
を
感
じ
、
通
り
の
反
対
側
を
見
る
タ
カ
ト
。

タ
カ
ト
「
！
」

樹
莉
が
、
こ
ち
ら
を
見
て
立
っ
て
い
る
。

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ん
！
」

○
タ
カ
ト
の
視
界
の
中
の
樹
莉

ふ
っ
、
と
周
り
の
全
て
が
消
え
、
タ
カ
ト
の
耳
に
囁
く
様
に

樹

莉
「
こ
の
混
沌
の
世
界
は
一
体
な
あ
に
？

誰
も
が
勝
手
に
活
動
し
て

生
き
て
い
る
。
そ
ん
な
こ
と
に
価
値
な
ん
て
あ
る
？
」

タ
カ
ト
「!?

」

○
〔
番
組
〕
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
察
本
部

５



今
度
は
カ
ー
リ
ー
が
答
え
て
い
る
。ADR

の
映
像
を
見
つ
つ

Ｓ
「
パ
ロ
ア
ル
ト
大
助
教
授

ア
イ
シ
ュ
ワ
リ
ヤ
・
ラ
イ
」

カ
ー
リ
ー
「
こ
こ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
は
皆
、
デ
・
リ
ー
パ
ー
か
ら

臍
の
緒
の
様
な
も
の
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
デ
・
リ
ー
パ
ー
は
本

来
、
単
に
自
ら
を
増
殖
さ
せ
、
そ
の
メ
モ
リ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
を
０
、

無
に
潰
し
て
い
く
だ
け
な
の
で
す
が

、
恐
ら
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
デ
ジ
モ
ン
を
吸
収
し
た
際
、
デ
ジ
モ
ン
の
活
動
能
力
を
学
習

し
て
、
彼
ら
が
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ヴ
に
動
け
る
為
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、

肉
体
を
作
っ
た
と
見
て
い
ま
す
」

▼
初
期
デ
・
リ
ー
パ
ー
の
活
動
（
３
８
話
登
場
）

○
靖
国
通
り

道
路
の
反
対
側
に
い
る
タ
カ
ト
の
と
こ
ろ
へ
、
集
ま
る
一
同
。

ギ
ル
モ
ン
「
タ
カ
ト
、
ど
う
し
た
の
？
」

タ
カ
ト
「
い
ま
…
…
、
こ
こ
に
、
加
藤
さ
ん
が
い
た

」

留

姫
「
え
え
？

誰
か
見
た
？
」

ジ
ェ
ン
「
僕
は
…
…
」

レ
ナ
モ
ン
「

い
や
、
私
も
気
配
は
感
じ
た
」

留

姫
「
気
配
？

樹
莉
の
？
」

レ
ナ
モ
ン
「
そ
こ
ま
で
は
…
…
（
首
を
横
に
）
」

タ
カ
ト
「
い
た
ん
だ
…
…
。
こ
こ
に
…
…
」

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
測
所

テ
レ
ビ
・
ク
ル
ー
が
撤
収
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
離
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
見
て
い
た
山
木
。
麗
花
、
脇
に
立
ち

麗

花
「

一
人
で
責
任
を
抱
え
込
も
う
と
し
て
る
？
」

山

木
「

」

麗

花
「
い
ず
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
自
由
の
世
界
じ
ゃ
な
く
な
る
。
誰
か
が

監
視
シ
ス
テ
ム
で
支
配
し
よ
う
と
す
る
。
あ
な
た

、
室
長
は

最
初
の
一
人
だ
っ
た
だ
け
、
で
す
」

山

木
「

（
表
情
を
緩
め
）
間
抜
け
野
郎
の
一
人
目
に
な
る
つ
も
り
は

な
い
」

６



麗

花
「
あ
た
し
そ
う
い
う
意
味
で

」

山

木
「
一
人
だ
け
で
何
か
が
出
来
る
な
ん
て
、
も
う
思
っ
て
い
な
い
。
そ

れ
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
支
配
さ
れ
る
べ
き
世
界
だ
と
も
思
っ
て

い
な
い
」

ポ
ン
、
と
山
木
の
肩
を
叩
く
鎮
宇
。

鎮

宇
「
デ
・
リ
ー
パ
ー
の
最
も
初
期
の
デ
ー
タ
を
入
手
し
た
よ
」

山

木
「
！

ど
こ
で
で
す
か
」

鎮

宇
「
ド
イ
ツ
の
仲
間
が
保
存
し
て
く
れ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
解
析
す
る
。

山
木
君
、
我
々
に
は
出
来
る
事
が
ま
だ
あ
る
」

山
木
と
麗
花
、
微
笑
む
。

S
H
I
B
U
M
I

「
（
向
こ
う
の
卓
か
ら
）
お
ー
い
タ
オ
ー
、
早
く
し
て
く
れ
よ
」

鎮

宇
「
あ
あ
、
今
サ
ー
バ
に
上
げ
る
」

○
留
姫
の
家
／
玄
関ガ

ラ
ッ
、
と
格
子
戸
を
開
く
留
姫
。

留

姫
「
！
」

唖
然
と
な
る
タ
カ
ト
達
。

タ
カ
ト
の
父
「
お
帰
り
、
っ
て
こ
こ
は
留
姫
ち
ゃ
ん
家
だ
っ
た
か
（
笑
）
」

タ
カ
ト
の
両
親
、
留
姫
の
母
、
祖
母
、
ジ
ェ
ン
の
母
親
が
笑

顔
で
出
迎
え
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
「
お
、
母
さ
ん
…
…
」

○
留
姫
の
家
／
座
敷テ

ー
ブ
ル
上
に
は
、
和
洋
取
り
混
ぜ
た
料
理
の
数
々
。

テ
リ
ア
モ
ン
「
ご
ち
そ
ー
だ
ー
！

あ
は
は
わ
ー
い
」

ギ
ル
モ
ン
、
ギ
ル
モ
ン
パ
ン
を
見
つ
け
る
。

ギ
ル
モ
ン
「
わ
っ
！

こ
れ
、
ギ
ル
モ
ン
パ
ン
？
」

タ
カ
ト
の
父
「
あ
あ
、
や
っ
と
食
べ
ら
れ
る
な
、
段
ボ
ー
ル
」

タ
カ
ト
「

お
父
さ
ん
…
…
」

聖

子
「
み
ん
な
で
作
っ
た
ん
だ
か
ら
、
全
部
食
べ
て
よ
ね
」

留

姫
「

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
マ
マ
…
…
」

ル
ミ
子
「
あ
た
し
だ
っ
て
た
ま
に
は
作
る
っ
て
（
苦
笑
）
」

７



タ
カ
ト
の
母
「
さ
、
早
く
お
あ
が
ん
な
さ
い
な
」

子
ど
も
た
ち＋

デ
ジ
モ
ン
「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」

食
べ
始
め
る
ギ
ル
モ
ン
達
。

ジ
ェ
ン
「

小
春
は
…
…
？
」

ジ
ェ
ン
の
母
「
趙
先
生
の
と
こ
で
お
留
守
番
し
て
る
」

ジ
ェ
ン
「

そ
う
…
…
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
わ
ー
、
こ
の
お
饅
頭
お
い
し
い
ー
」

微
笑
し
て
見
て
い
る
ジ
ェ
ン
の
母

。

タ
カ
ト
「

あ
の
…
…
、
僕
た
ち
…
…
」

タ
カ
ト
の
母
「
あ
あ
、
下
着
と
か
持
っ
て
き
た
か
ら
。
後
で
お
風
呂
頂
い
て

着
替
え
な
さ
い
よ
」

タ
カ
ト
「
…
…
（
パ
ン
が
喉
を
通
ら
な
い

）
」

○
淀
橋
小
学
校
／
校
庭

ぐ
る
ぐ
る
と
、
校
庭
に
絵
を
描
く
様
に
跡
が
つ
い
て
い
る
。

そ
の
中
央
で
ク
ル
モ
ン
、
寂
し
そ
う
に

ク
ル
モ
ン
「
ん
ー
ん
…
…
。
み
ん
な
ど
こ
行
っ
た
で
す
か
…
…
？
」

ク
ル
モ
ン
、
都
庁
の
頂
き
を
見
つ
め
て
い
る
。

二
つ
の
塔
の
間
に
、
何
か
反
射
す
る
小
さ
な
も
の
が
見
え
る
。

ク
ル
モ
ン
「
…
…
く
る
る
…
…
？
」

ゴ
ン
。
後
ろ
か
ら
蹴
倒
さ
れ
る
ク
ル
モ
ン
。

ク
ル
モ
ン
「
わ
ー
ん
」

イ
ン
プ
モ
ン
「
う
り
ゃ
。
何
タ
ソ
ガ
レ
て
ん
だ
よ
ッ
」

ク
ル
モ
ン
「
ひ
ど
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ま
た
ー
っ
！
」

イ
ン
プ
モ
ン
「
け
っ
。
く
る
く
る
く
る
く
る
、
ど
こ
行
っ
て
た
ん
だ
よ
」

ク
ル
モ
ン
「
ク
ル
モ
ン
、
樹
莉
と
一
緒
に
い
た
で
す
ー
。
で
も
樹
莉
、
い
な

く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
ー
す
よ
ー
」

イ
ン
プ
モ
ン
「

（
俯
き
）
お
い
ら
、
あ
い
つ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
…
…
」

強
く
な
る
目

。

歩
き
だ
す
イ
ン
プ
モ
ン
。
ト
コ
ト
コ
つ
い
て
い
く
ク
ル
モ
ン
。

ク
ル
モ
ン
「
ど
こ
い
く
ん
ー
ん
で
す
か
ー
く
る
？
」

イ
ン
プ
モ
ン
「
俺
が
こ
こ
に
戻
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
仲
間
の
お
蔭
だ
。
俺
が

何
と
か
し
な
き
ゃ
い
け
ね
ー
ん
だ
よ
っ
」

８



ク
ル
モ
ン
「
く
る
る
～
？
」

○
〔
番
組
〕
情
報
省
記
者
会
見
室

山
木
の
上
司
（
監
査
官
）
だ
っ
た
、
副
次
官
が
カ
メ
ラ
の
放

列
の
前
に
。

副
次
官
「

ネ
ッ
ト
管
理
局
は
、
一
般
国
民
の
私
的
な
通
信
内
容
ま
で
傍

受
し
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

記
者
１
「
（
手
を
上
げ
）
し
か
し
ヒ
ュ
プ
ノ
ス
は
、
単
に
情
報
を
傍
受
す
る

だ
け
で
な
く
、
情
報
を
逆
に
プ
ッ
シ
ュ
す
る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

用
い
た
情
報
操
作
ま
で
も
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
告
発
が
あ
り

ま
す
が
」

副
次
官
「
い
え
、
そ
の
様
な
機
能
ま
で
は
持
ち
ま
せ
ん
」

記
者
２
「
西
新
宿
で
起
き
て
い
る
事
に
つ
い
て
、
対
策
は
」

副
次
官
「
現
在
、
関
係
各
省
庁
と
共
に
、
早
期
解
決
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
」

怒
号
。
納
得
し
な
い
記
者
た
ち
。

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
（
ワ
イ
プ
イ
ン
）
情
報
省
の
記
者
会
見
の
途
中
で
す
が
、

西
新
宿
で
再
び
動
き
が
あ
っ
た
様
で
す
。
現
場
の
土
岐
さ
ん
」

ズ
ザ
ザ
ザ
ザ
。
ノ
イ
ズ
に
眉
を
顰
め
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。

○
南
新
宿
デ
ッ
キ

走
る
少
女
（
逆
光
シ
ル
エ
ッ
ト
）
。

と

、
そ
の
背
後
か
ら
、
ク
ラ
ゲ
の
様
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

A
D
R
-
0
4
(
B
u
b
b
l
e
s
)

が
、
臍
の
緒
を
揺
ら
せ
な
が
ら
、
数
体

接
近
し
て
く
る
。

少

女
「
は
っ
、
は
っ
、
は
っ
」

A
D
R
-
0
4

、
腕
を
膨
ら
ま
せ
て
少
女
に
向
け
る
。

少
女
と
共
に
走
っ
て
い
た
巨
大
犬
、
振
り
向
い
て
唸
る
。

少

女
「
駄
目
！
」

A
D
R
-
0
4

の
腕
、
臨
界
に
達
し

、
先
端
が
破
裂
！

ド
ゴ
ッ
！

風
弾
が
少
女
の
近
く
に
着
弾
。
木
材
の
デ
ッ
キ

が
ベ
キ
ベ
キ
と
割
れ
て
い
く
。
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○
留
姫
の
家
／
座
敷食

べ
終
わ
っ
た
子
ど
も
達
と
デ
ジ
モ
ン
。

ギ
ル
モ
ン
「
ご
ち
そ
ー
さ
ま
ー
。
ギ
ル
モ
ン
も
う
食
べ
ら
れ
な
い
ー
」

タ
カ
ト
母
「
（
苦
笑
）
食
べ
過
ぎ
だ
っ
て
」

ギ
ル
モ
ン
「
ふ
ふ
っ
。
ギ
ル
モ
ン
パ
ン
が
で
も
一
番
美
味
し
か
っ
た
な
ー
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
僕
は
お
饅
頭
が
一
番
」

ジ
ェ
ン
母
「
（
苦
笑
）
い
つ
も
食
べ
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

テ
リ
ア
モ
ン
「
あ
れ
？

バ
レ
て
た
…
…
？
」

ジ
ェ
ン
母
「
ジ
ェ
ン
リ
ャ
が
時
々
、
変
に
一
杯
持
っ
て
い
く
か
ら
お
か
し
い

な
っ
て
思
っ
て
た
」

ジ
ェ
ン
「

う
ん
…
…
」

留

姫
「

レ
ナ
モ
ン
？
」

レ
ナ
モ
ン
だ
け
、
部
屋
の
隅
に
。
何
か
に
気
づ
い
て
外
を
見

て
い
た
が

レ
ナ
モ
ン
「
御
馳
走
に
な
り
ま
し
た
（
礼
）
」

聖

子
「
あ
な
た
も
こ
っ
ち
く
れ
ば
良
い
の
に
」

レ
ナ
モ
ン
「

い
え
…
…
（
ま
た
窓
外
を
見
つ
め
る
）
」

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
測
所

隅
の
卓
で
は
、
何
知
ら
ぬ
顔
でS

H
I
B
U
M
I

、
お
茶
を
す
す
り

な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を
操
作
。

S
H
I
B
U
M
I

「
（
鼻
唄
）
～
♪
」

パ
チ
パ
チ
パ
チ
、
両
人
指
し
指
で
素
早
い
タ
イ
ピ
ン
グ
。

サ
ッ
と
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
新
規
に
開
き
、
原
始
デ
・
リ
ー
パ
ー

の
構
造
図
が
浮
か
ぶ
。

S
H
I
B
U
M
I

「
ほ
お
…
…
。
こ
り
ゃ
確
か
に
原
始
的
な
人
工
知
性
だ
」

鎮

宇
「
（
脇
に
来
て
）S

H
I
B
U
M
I

、
君
が
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
で
見
た

も
の
と
、
あ
れ
（
外
）
は
同
じ
な
の
か
」

S
H
I
B
U
M
I

「
違
う
。
い
や
、
基
本
的
に
は
同
じ
な
ん
だ
が
、
デ
ジ
タ
ル
・
ワ

ー
ル
ド
で
は
、
あ
れ
は
触
れ
た
だ
け
で
他
の
デ
ー
タ
を
消
し
去
っ

て
い
た
。
だ
が
、
あ
そ
こ
に
い
る
の
は

」

バ
ベ
ル
「
タ
オ
！

新
宿
地
帯
の
衛
星
写
真
が
送
ら
れ
て
き
た
」
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鎮
宇
、
バ
ベ
ル
の
卓
に
行
き
、
モ
ニ
タ
を
見
る
。

鎮

宇
「

ん
…
…
」

バ
ベ
ル
「
浸
食
は
、
公
園
、
緑
の
多
い
と
こ
ろ
を
避
け
て
い
る
様
だ
な
」

鎮

宇
「
代
々
木
公
園
と
新
宿
御
苑
か
…
…
。
そ
う
言
え
ば
中
央
公
園
か
ら

こ
ち
ら
側
に
も
広
が
っ
て
は
き
て
い
な
い
…
…
」

S
H
I
B
U
M
I

「
単
に
有
機
物
、
生
物
を
避
け
て
い
る
だ
け
な
の
か
…
…
、
そ
れ

と
も
他
に
理
由
が
あ
る
の
か
…
…
」

○
留
姫
の
家
／
座
敷

タ
カ
ト
「
（
思
い
つ
め

）
あ
の
、
僕
…
…
」

ピ
キ
ー
ン
。
タ
カ
ト
の
尻
の
方
に
光
。

タ
カ
ト
「!?

」
ジ
ェ
ン
、
留
姫
の
Ｄ
ア
ー
ク
に
も
光
が
。

ジ
ェ
ン
「
デ
ジ
バ
イ
ス
が
反
応
し
て
い
る

」

留

姫
「
レ
ナ
モ
ン
、
何
か
判
る
？
」

レ
ナ
モ
ン
「
（
立
っ
て
外
を
見
な
が
ら
）

見
て
く
る
」

レ
ナ
モ
ン
、
サ
ッ
と
飛
び
出
す
。

タ
カ
ト
「
行
か
な
き
ゃ
！
僕
た
ち
も
！
」

立
ち
上
が
る
タ
カ
ト
、
ジ
ェ
ン
達
。

タ
カ
ト
「

！
」

親
達
も
立
っ
た
。

タ
カ
ト
「

僕
た
ち

」

タ
カ
ト
父
「
お
父
さ
ん
た
ち
な
、
話
し
合
っ
た
ん
だ
」

タ
カ
ト
「
！
」

タ
カ
ト
父
「
自
分
の
子
ど
も
達
が
危
険
な
事
を
す
る
の
を
、
黙
っ
て
許
す
親

な
ん
か
い
な
い
。
絶
対
に
」

俯
く
タ
カ
ト

、
Ｄ
ア
ー
ク
を
握
り
し
め
て
い
る
。

タ
カ
ト
父
「
で
も
、
子
ど
も
が
本
当
に
し
た
い
っ
て
事
を
止
め
る
権
利
も
、

親
に
は
な
い
」

タ
カ
ト
「

」庭
に
出
て
い
る
ギ
ル
モ
ン
と
テ
リ
ア
モ
ン
。

タ
カ
ト
母
「
と
い
う
か
、
そ
も
そ
も
こ
ん
な
状
況
の
親
子
な
ん
て
、
普
通
な

い
か
ら
ね
…
…
（
寂
し
げ
に
笑
い
）
」
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ジ
ェ
ン
母
「
だ
っ
た
ら
、
あ
た
し
た
ち
も
、
た
だ
悲
し
ん
で
待
っ
て
る
ん
じ

ゃ
な
く
っ
て
、
あ
な
た
た
ち
の
助
け
に
な
ろ
う
っ
て
決
め
た
の
よ
」

ジ
ェ
ン
「

お
母
さ
ん
…
…
（
や
や
涙
）
」

留

姫
「

い
い
の
？

マ
マ
」

ル
ミ
子
「
だ
か
ら
ー
、
い
い
っ
て
言
わ
な
い
よ
っ
て
ば
、
あ
た
し
た
ち
」

留

姫
「

」

ル
ミ
子
「
頑
張
っ
て
ね
、
と
か
も
言
い
た
く
な
い
、
本
当
は
…
…
」

留

姫
「

」

ル
ミ
子
「

（
唇
を
噛
ん
で
俯
く
）
ご
め
ん
。
お
母
さ
ん

」

聖

子
「

判
る
よ
ね
、
留
姫
ち
ゃ
ん
」

留

姫
「

う
ん
」

聖

子
「
（
子
ど
も
達
に
）
こ
の
家
も
い
つ
ま
で
い
ら
れ
る
か
判
ら
な
い
け

ど
、
精
一
杯
、
あ
た
し
た
ち
が
あ
な
た
た
ち
を
支
え
る
。
だ
か
ら
、

自
分
の
命
だ
け
は
大
事
に
し
て
頂
戴
」

タ
カ
ト
、
ジ
ェ
ン
、
留
姫
「

は
い
っ
！
」

○
留
姫
の
家
前

庭
か
ら
飛
び
出
し
て
い
く
グ
ラ
ウ
モ
ン
、
ガ
ル
ゴ
モ
ン
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
イ
マ
ー
を
背
に
。

○
〔
番
組
〕
新
宿
三
丁
目
／
御
苑
ト
ン
ネ
ル
前

土
岐
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「

四
谷
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
を
引
っ
張
っ
て
き
て
、
や

っ
と
中
継
を
再
開
出
来
ま
し
た
。
え
ー
、
只
今
、
南
新
宿
デ
ッ
キ

の
方
で
、
小
型
の
活
動
個
体
が
武
装
攻
撃
を
し
て
い
る
模
様
で
す
」

背
後
で
、
ず
ず
ー
ん
と
い
う
爆
発
音
。

カ
メ
ラ
、
ブ
レ
つ
つ
急
速
ズ
ー
ム
。A

D
R
-
0
4

群
が
映
る
！

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
測
所

窓
か
ら
見
て
い
る
山
木
達
。
爆
発
は
デ
・
リ
ー
パ
ー
・
ゾ
ー

ン
の
反
対
側
な
の
で
見
え
な
い
。

山

木
「
く
そ
っ
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
だ
…
…
」

１２



山
木
、
自
分
の
席
に
頭
を
掻
き
む
し
り
な
が
ら
座
る
。

机
の
上
に
は
、
小
さ
な
古
代
魚
の
化
石
。

じ
っ
と
そ
れ
を
見
つ
め
る
山
木

。

ピ
ピ
…
…
。
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
が
着
信
を
通
知
。

山

木
「
ん
…
…
？
」

山
木
、
ト
ラ
ッ
ク
パ
ッ
ド
に
指
を
走
ら
せ
、
開
く
。

パ
ー
ム
の
ア
イ
コ
ン
が
浮
か
ぶ
。

山

木
「
何
…
…
？

こ
れ
は

」

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
４
２
話

▼
タ
カ
ト
が
パ
ー
ム
の
メ
ー
ル
を
見
る
。

▼
中
央
公
園
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
へ
沈
ん
で
い
く
ア
ー
ク
。

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
測
所

山

木
「
ア
ー
ク
、
な
の
か
？

向
こ
う
の
世
界
へ
落
ち
て
行
っ
た
筈
な
の

に

」

恵

「
室
長
！

デ
ジ
モ
ン
が
！

あ
の
子
達
が
！
」

山

木
「!?

」

○
新
宿
南
口
デ
ッ
キグ

ラ
ウ
モ
ン
、
ガ
ル
ゴ
モ
ン
、
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
、
そ
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
イ
マ
ー
が
立
つ
。

A
D
R
-
0
4

、
高
島
屋
と
Ｊ
Ｒ
ビ
ル
の
間
の
橋
を
走
る
者
を
襲
う
。

ジ
ェ
ン
「
あ
そ
こ
だ
！
」

ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
よ
ー
し
っ
、
い
っ
ち
ょ
や
っ
ち
ゃ
う
ぞ
ー
っ
」

腕
を
ぶ
る
ん
ぶ
る
ん
振
り
回
し
す
ガ
ル
ゴ
モ
ン
を
乗
せ
、
グ

ラ
ウ
モ
ン
、
跳
躍
。

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
い
く
ぞ
っ
！

ガ
ル
ゴ
モ
ン
」

ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
お
っ
お
ー
！
」

落
下
し
て
い
き
ざ
ま
にA

D
R
-
0
4

に
攻
撃
！

１３



ガ
ル
ゴ
モ
ン
「
ガ
ト
リ
ン
グ
・
ア
ー
ム
！
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト
・
フ
レ
イ
ム
！
」

圧
倒
的
パ
ワ
ー
にA

D
R
-
0
4

、
堕
ち
て
い
く
。

キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
、
先
行
着
地
し
、
見
回
す
。

逃
げ
て
い
る
少
女
。

ジ
ェ
ン
「
（
見
て
）
狙
わ
れ
て
る
の
は

」

タ
カ
ト
「
あ
れ
は

（
樹
莉
と
疑
っ
て
い
る
）
」

橋
の
向
こ
う
に
渡
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
少
女

。

再
び
狙
っ
て
飛
来
し
て
く
るA

D
R
-
0
4

群
。

留

姫
「
キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
！
」

キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
「
鬼
火
玉
！
」

キ
ュ
ウ
ビ
モ
ン
の
発
し
た
鬼
火
、A

D
R
-
0
4

を
焼
き
払
う
。

ジ
ェ
ン
「
大
丈
夫
か
っ!?

」

タ
カ
ト
「
加
藤
さ
ん!?

加
藤
さ
ん
な
の!

?

」

倒
れ
て
い
た
少
女
、
起
き
上
が
る
。

ゴ
シ
ッ
ク
＆
ロ
リ
ー
タ
な
服
に
、
透
き
通
る
様
な
膚
の
、
植

物
的
な
美
し
い
少
女
（
白
人
）
。
タ
カ
ト
達
よ
り
や
や
大
人

び
て
見
え
る
。
そ
し
て
そ
の
脇
に
は
、
巨
大
な
黒
い
犬
。

タ
カ
ト
「

違
う
…
…
」

留

姫
「
誰
…
…
？
」

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
測
所

ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
の
液
晶
に
見
入
る
山
木
。

山

木
「
誰
だ
…
…
、
誰
が
パ
ー
ム
で
通
信
し
て
き
て
い
る
ん
だ
…
…
」

画
面
、
、
な
か
な
か
同
期
が
と
れ
ず
、
ノ
イ
ズ
ば
か
り
。

山
木
、
ハ
ッ
と
振
り
向
き

ド
ル
フ
ィ
ン
を
見
つ
け

○
南
口
デ
ッ
キ

橋
の
上
、
少
女
と
対
峙
す
る
テ
イ
マ
ー
達
。

少

女
「

デ
ジ
モ
ン
と
共
に
戦
う
テ
イ
マ
ー
」

タ
カ
ト
「
僕
た
ち
の
、
事
…
…
？
」

少

女
「
探
し
て
た
」

１４



留

姫
「
あ
ん
た
誰
な
の
よ
。
ど
こ
か
ら
来
た
の
？
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
タ
カ
ト
」

タ
カ
ト
「
ど
う
し
た
の
グ
ラ
ウ
モ
ン
」

グ
ラ
ウ
モ
ン
「
そ
こ
に
い
る
の
、
デ
ジ
モ
ン
だ
」

タ
カ
ト
「
え
っ
！
」

黒
い
犬
、
口
を
広
げ
る
。
ま
る
で
鮫
の
様
な
牙
が
覗
く
。

ド
ー
ベ
ル
モ
ン
「
ア
リ
ス
、
こ
の
者
達
な
の
か
」

ア
リ
ス
「
そ
う
み
た
い
だ
よ
。
（
や
や
微
笑
）
よ
か
っ
た
ね
」

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
測
所

ド
ル
フ
ィ
ン
の
机
上
に
は
幾
つ
か
の
写
真
額
。

息
子
の
写
真
を
見
て
い
た
ド
ル
フ
ィ
ン
に

山

木
「
（
来
て
）
ド
ル
フ
ィ
ン
、
あ
な
た
が
書
い
た
、
ア
ー
ク
の
コ
ア
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
デ
ジ
モ
ン
の
も
の
だ
と
言
い
ま
し
た
ね
」

ド
ル
フ
ィ
ン
「
ん
？

デ
ジ
モ
ン
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
デ
ジ
コ
ア
、
つ
ま

り
デ
ジ
モ
ン
の
最
も
基
礎
的
な
部
分
だ
け
だ
」

山

木
「
だ
が
そ
れ
が
、
自
分
の
意
志
で
行
動
を
し
た
」

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
／
４
２
話

▼
ア
ー
ク
を
動
か
そ
う
と
必
死
な
デ
イ
ジ
ー
達
。

▼
止
ま
っ
て
い
る
ア
ー
ク
。

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
測
所

山

木
「
ア
ー
ク
に
、
意
志
が
生
ま
れ
た
。
そ
う
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
違

い
ま
す
か
」

ド
ル
フ
ィ
ン
「
デ
ジ
モ
ン
は
、
我
々
の
思
惑
、
設
計
を
越
え
た
何
か
を
予
め

持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
な
。
し
か
し
何
故
そ
ん
な
事

」

山
木
、
ド
ル
フ
ィ
ン
の
前
の
端
末
を
操
作
。

山
木
の
Ｐ
Ｃ
の
画
面
が
こ
ち
ら
に
も
表
示
。

山

木
「
ア
ー
ク
は
何
か
を
こ
ち
ら
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」

ド
ル
フ
ィ
ン
「
な
ん
だ
っ
て!

?

」
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○
新
宿
南
口
デ
ッ
キ

ジ
ェ
ン
「
そ
れ
は
君
の
パ
ー
ト
ナ
ー
？
」

低
く
近
づ
い
て
く
る
ヘ
リ
の
音
。

ア
リ
ス
「
こ
の
子
は
ド
ー
ベ
ル
モ
ン
」

す
っ
と
ア
リ
ス
に
寄
り
添
う
ド
ー
ベ
ル
モ
ン
。

ア
リ
ス
「
（
頭
を
撫
で
）
こ
の
子
が
こ
の
世
界
に
現
れ
た
の
は
、
ち
ょ
っ
と

前
の
事
…
…
。
来
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」

留

姫
「
で
も
、
何
故
こ
こ
に
来
た
の
？
」

ド
ー
ベ
ル
モ
ン
「
俺
は
、
伝
え
に
来
た
」

タ
カ
ト
「

伝
え
る
っ
、
て
何

」

ド
ド
オ
オ
オ
ン
ン
！

橋
下
か
ら
伸
び
た
巨
大
な
腕
！

ジ
ェ
ン
「
危
な
い
！
」

ガ
ル
ゴ
モ
ン
、
即
時
反
撃
！

逃
げ
る
子
ど
も
達
。
し
か
し
巨
大
な
腕
は
橋
を
叩
き
落
と
す
！

タ
カ
ト
「
！

デ
カ
い
！
」

巨
大
な
るA

D
R
-
0
5
(
C
r
e
e
p

H
a
n
d
s
)

、
眷
属A

D
R
-
0
4

を
従
え

タ
カ
ト
ら
に
向
か
っ
て
く
る
！

○
ト
リ
プ
ル
進
化
バ
ン
ク

テ
イ
マ
ー
「
カ
ー
ド
・
ス
ラ
ッ
シ
ュ
！

超
進
化
プ
ラ
グ
イ
ン
Ｓ
！
」

三
人
の
カ
ー
ド
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ド
に
変
わ
っ
て

完
全
体
へ
進
化
し
て
い
く

メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン

ラ
ピ
ッ
ド
モ
ン

タ
オ
モ
ン
！

○
新
宿
駅

唸
り
を
上
げ
て
立
ち
上
が
る
メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
！

俊
敏
に
飛
行
し
つ
つ
戦
闘
態
勢
の
ラ
ピ
ッ
ド
モ
ン
！
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先
手
を
撃
つ
は
タ
オ
モ
ン
！

タ
オ
モ
ン
「
梵
・
筆
・
閃
！
」

巨
大
梵
字
がA

D
R
-
0
5

を
直
撃
。

A
D
R
-
0
4

が
さ
っ
と
集
中
し
て
自
ら
に
当
た
る
。

そ
の
間
にA

D
R
-
0
5

、
腕
で
匍
匐
前
進
し
、
メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ

ン
を
地
に
押
し
つ
け
る
。

メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
「
ぐ
わ
お
お
お
！
」

ラ
ピ
ッ
ド
モ
ン
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
！
」

ラ
ピ
ッ
ド
モ
ン
の
必
殺
技
も
利
か
ず
！

腕
に
掴
ま
れ
る
！

ラ
ピ
ッ
ド
モ
ン
「
う
わ
わ
わ
わ
っ
」

ジ
ェ
ン
「
ラ
ピ
ッ
ド
モ
ン
！
」

そ
の
ま
ま
地
に
叩
き
伏
せ
ら
れ
る
！

タ
カ
ト
「
や
っ
ぱ
り
究
極
体
に
進
化
し
な
き
ゃ
戦
え
な
い
！
」

ジ
ェ
ン
「
け
ど
、
こ
こ
は
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
じ
ゃ
な
い
！

僕
た
ち
が

デ
ー
タ
に
な
れ
な
け
れ
ば
、
一
緒
に
戦
え
な
い
！
」

ア
リ
ス
「

だ
か
ら
、
あ
た
し
が
来
た
の
」

留

姫
「!?

」

ア
リ
ス
「
こ
の
子
を
連
れ
て
」

タ
カ
ト
「
ド
ー
ベ
ル
モ
ン

、
で
も
何
で
僕
た
ち
が

」

ド
ー
ベ
ル
モ
ン
「
俺
は
伝
え
に
来
た
。
ス
ー
ツ
ェ
ー
モ
ン
と
チ
ン
ロ
ン
モ
ン

の
命
に
よ
り
」

タ
カ
ト
「
え
っ!

?

」

ジ
ェ
ン
「
四
聖
獣!

?

」

○
オ
ペ
ラ
タ
ワ
ー
／
ワ
イ
ル
ド
バ
ン
チ
観
測
所

ノ
イ
ズ
画
面
に
、
不
鮮
明
か
つ
傾
い
だ
ア
ン
グ
ル
で
浮
か
ぶ
、

デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
の
光
景
。

鎮

宇
「
こ
れ
は
…
…
！
」

巨
大
樹
の
様
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
、
デ
・
リ
ー
パ
ー
と
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
者
達
の
光
。

ス
ー
ツ
ェ
ー
モ
ン
の
姿
が
小
さ
く
見
え
る
。

○
新
宿
南
口
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ド
ー
ベ
ル
モ
ン
、
ア
リ
ス
を
見
上
げ

ド
ー
ベ
ル
モ
ン
「
ア
リ
ス
、
こ
こ
ま
で
連
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

ア
リ
ス
「

（
固
い
顔
）
も
う

？
」

ド
ー
ベ
ル
モ
ン
「
離
れ
て
い
て
く
れ
、
ア
リ
ス
」

小
さ
く
「
い
や
」
と
首
を
横
に
振
る
ア
リ
ス
。

ド
ー
ベ
ル
モ
ン
、
跳
躍
。

タ
カ
ト
「
！
」

ド
ー
ベ
ル
モ
ン
「
四
聖
獣
は
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
で
、
デ
ジ
モ
ン
達
と
共

に
デ
・
リ
ー
パ
ー
と
闘
っ
て
い
る
！

し
か
し
デ
・
リ
ー
パ
ー
の

最
も
進
化
し
た
部
分
は
こ
の
世
界
に
来
て
い
る
の
だ
！

お
前
た

ち
が
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
い
！

デ
ジ
モ
ン
と
共
に
闘
う
テ
イ
マ
ー

達
よ
！

四
聖
獣
か
ら
お
前
た
ち
に
力
を
伝
え
る
！
」

ド
ー
ベ
ル
モ
ン
の
体
、
赤
と
青
の
デ
ジ
タ
ル
・
グ
ラ
イ
ド
に

変
容
し
て
い
く
。

ア
リ
ス
「
（
悲
し
そ
う
に
見
つ
め
）
ド
ー
ベ
ル
モ
ン
…
…
」

タ
カ
ト
「
！

こ
れ
、
何!?

」

ジ
ェ
ン
「
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
の
力

！
」

ド
ゴ
オ
オ
オ
オ
ン
！

タ
オ
モ
ン
が
倒
さ
れ
た
！

留

姫
「
（
焦
り
）
早
く
！

早
く
な
ん
と
か
し
な
い
と
！
」

二
つ
の
光
の
帯
が
、
三
人
を
包
む
。

タ
カ
ト
「

そ
う
だ
！

こ
の
世
界
じ
ゃ
僕
た
ち
が
戦
わ
な
き
ゃ
い
け
な

い
ん
だ
！
」

タ
カ
ト
、
Ｄ
ア
ー
ク
を
腰
か
ら
抜
く
。

タ
カ
ト
「
メ
ガ
ロ
グ
ラ
ウ
モ
ン
！

行
く
ぞ
！
」

ジ
ェ
ン
「
ラ
ピ
ッ
ド
モ
ン
！
」

留

姫
「
タ
オ
モ
ン
！
」

三
人
、
Ｄ
ア
ー
ク
を
か
ざ
し

以
下
次
回
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